
政務三役会議 議事概要 

日 時 平成２４年６月５日  12 時 51 分 ～ 14 時 08 分 

場 所 国土交通大臣室 

出 席 者 

羽田大臣、吉田副大臣、奥田副大臣、津川政務官、津島政務官、室井政務官、

事務次官、技監、増田国交審、官房長、土地・建設産業局長、都市局長、 

自動車局長、海事局長、港湾局長、航空局長、観光庁長官、 

危機管理・運輸安全政策審議官、官房総務課長ほか 

〈報告事項〉 

１．航空輸送の現況について 

航空局より、大手航空会社・新規航空４社・３空港会社の決算、日本航空の再建への

 取り組み状況、我が国ＬＣＣ事業の概要、国内航空会社に対する安全確保の枠組みについて

 報告があり、航空運賃や新幹線・バスなどの他の交通機関への影響、日本航空の今後の再建

 への道筋等について意見交換を行った。 

 （資料：航空輸送の現況について） 

 

〈審議事項〉 

１．首都圏白書、土地白書、観光白書について 

  都市局、土地・建設産業局、観光庁より、首都圏白書、土地白書、観光白書それぞれ

 の掲載内容と今後の手続きについて報告があり、政務三役会議において了承された。 

 （資料：国土交通省法定３白書について、平成 24 年版首都圏白書について、平成 24 年度版

土地白書について、平成 24 年度版観光白書について） 

 

〈その他協議事項〉 

１．「港湾における地震・津波対策のあり方」（答申）等について 

  港湾局より、港湾における地震・津波対策の必要性、施策の方針及びコンビナート港

 湾における地震・津波対策会議について報告があり、政務より、５キロ先でも言葉を確認で

 きる性能の高いスピーカーの設置、半鐘の設置及び電源喪失の場合でもしっかりと安全を確

 保できるような体制について検討するよう指示があり、港湾局からは、ご指摘を踏まえ、今

 後まとめるガイドライン等で盛り込む対応をしたいとの回答があった。 

 （資料：「港湾における地震・津波対策のあり方」（答申）等について 

 

（以上） 

 

 

 

 

 

 


